
28くらし塾 きんゆう塾 ＜2012年春号＞

にっぽん

お か ね
紀 行

［第4回］

駕
籠
の
お
代
は

い
く
ら
だ
っ
た
？

～
江
戸
か
ら
昭
和
の
交
通
料
金

　

飛
行
機
は
お
ろ
か
最
近
で
は
宇
宙
へ
の
旅
も
可
能

な
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、
つ
い
１
５
０
年
く
ら
い

前
ま
で
は
、
人
や
馬
な
ど
の
力
で
動
か
す
交
通
手
段

が
主
流
で
し
た
。
江
戸
や
明
治
の
こ
ろ
、
一
番
身
近

に
あ
っ
た
乗
り
物
は
、
時
代
劇
で
も
お
な
じ
み
の
駕か

籠ご

と
、
今
で
も
浅
草
な
ど
の
観
光
地
で
見
か
け
る
人

力
車
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

駕
籠
は
庶
民
か
ら
武
士
に
い
た
る
ま
で
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
町
人
が
乗
っ
た
町
駕
籠
の
中
で
、

一
番
格
式
が
高
い
駕
籠
が
「
法
仙
寺
駕
籠
」、
つ
い
で

「
あ
ん
ぽ
つ
」、
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
だ
っ
た
の
が
「
四
ツ

手
駕
籠
」
で
す
。
駕
籠
を
頼
む
と
き
は
、
神
社
仏

閣
の
門
前
や
盛
り
場
で
客
待
ち
を
し
た
「
辻つ
じ

駕
籠
」

か
、
駕
籠
屋
を
構
え
、
少
々
料
金
が
高
い
が
サ
ー
ビ

ス
の
よ
い
「
宿し
ゅ
く駕
籠
」
を
利
用
し
ま
し
た
。

　

こ
の
駕
籠
の
料
金
は
ど
れ
く
ら
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ

の
で
、
そ
の
費
用
は
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
明
治
初
期
に
登
場
し
た
人
力
車
は
、
日
本

で
発
明
さ
れ
た
乗
り
物
で
す
。
そ
の
料
金
は
、
場
所

や
年
代
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
明
治
６
年
に
定

め
ら
れ
た
「
人
力
車
定
則
」
に
よ
る
と
、
一
人
乗
の
場

合
、
20
町
（
１
町
は
約
１
０
９
ｍ
）
ま
で
は
一
町
に
つ

き
２
厘
５
毛
、
21
町
以
上
１
里
（
１
里
は
36
町
、
約
４

㎞
）
ま
で
は
６
銭
２
厘
５
毛
、
一
里
以
上
は
一
里
に
つ
き

６
銭
２
厘
５
毛
と
な
っ
て
い
ま
す
。
４
㎞
で
１
０
０
０

円
前
後
〈
注
２
〉
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
人

力
車
は
こ
の
よ
う
に
運
賃
も
安
く
、
駕
籠
よ
り
も
ス

ピ
ー
ド
が
速
か
っ
た
た
め
、
ま
た
た
く
間
に
普
及
し
ま

し
た
。
幕
末
に
東
京
で
一
万
台
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
駕

籠
は
人
力
車
の
登
場
に
よ
り
姿
を
消
し
ま
す
。

う
。
時
代
に
も
よ
り
ま
す
が
、天
保
年
間
（
１
８
３
０

～
４
３
年
）
に
日
本
橋
か
ら
吉
原
ま
で
、
金
二
朱
、

い
ま
の
金
額
で
は
１
万
円
程
度
〈
注
１
〉
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
し
か
し
急
が
せ
る
と
２
倍
程
度
ま
で
跳
ね

上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
幕
末
に
は
相
場
が
高
騰
し
、

吉
原
か
ら
麹
町
ま
で
で
銭
五
貫
文
、
い
ま
の
金
額
で

は
約
９
万
円
〈
注
２
〉
も
し
た
と
い
う
記
録
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
か
な
り
の
高
額
に
な
る
乗
り
物

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
庶
民
が
使
う
と
い
っ
て
も
今
の

タ
ク
シ
ー
の
よ
う
に
気
軽
に
乗
る
も
の
で
は
な
く
、

よ
ほ
ど
特
別
な
と
き
に
利
用
し
た
よ
う
で
す
。

　

ち
な
み
に
江
戸
か
ら
大
阪
ま
で
す
べ
て
駕
籠
を
使
っ

た
場
合
、
11
円
96
銭
（
明
治
８
年
）
か
か
っ
た
と
い
う

記
録
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
の
お
金
に
換
算
す
る
と
約

８
万
円
く
ら
い
〈
注
２
〉
で
、
駕
籠
代
の
ほ
か
、
宿
泊

費
や
食
事
代
、
そ
れ
に
駕
篭
か
き
へ
の
心
づ
け
も
あ
る

〈注1〉1両（＝4分＝16朱）＝約80,000円、1文＝約12円として計算。江戸時代後期と現在のお米の値段などを比較して換算していますが、何を
基準にするかによって大きな差が出てくるため、あくまで目安としてお考えください。

〈注2〉明治時代初期と現在のお米の値段などを比較して換算していますが、何を基準にするかによって大きな差が出てくるため、あくまで目安として
お考えください。

江
戸
か
ら
明
治
の
交
通
手
段
、

駕
籠
と
人
力
車

座布団
かご

息杖

垂れ
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す
る
の
は
明
治
31
年
、
国
産
の
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
が

生
産
さ
れ
た
の
は
明
治
40
年
で
す
。
関
東
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
自
動
車
が
増
え
て
い
き
ま
す
が
当
時
は

外
国
車
が
主
流
で
し
た
。
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

が
大
量
生
産
を
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
昭
和
10
年
で
、

こ
の
年
の
小
型
車
（
現
・
普
通
車
）
が
１
６
５
０
円

で
し
た
。
戦
後
に
は
そ
れ
が
16
万
円
と
約
１
０
０
倍

と
な
り
、
翌
年
、
翌
々
年
に
は
倍
、
さ
ら
に
倍
と
上

昇
し
、
昭
和
30
年
に
は
80
万
円
と
な
り
ま
す
が
、
こ

の
後
増
減
を
繰
り
返
し
、
昭
和
50
年
代
に
は

１
０
０
万
円
程
度
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　

交
通
機
関
の
発
明
、
発
達
に
よ
り
、
海
外
旅
行

ま
で
も
が
当
た
り
前
と
な
り
、
安
く
・
早
く
・
遠
く

へ
行
け
る
現
代
。
昔
の
旅
の
苦
労
は
今
で
は
ま
っ
た

く
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
た
ま

に
は
の
ん
び
り
と
普
通
電
車
で
出
か
け
る
旅
や
、
散

歩
で
遠
出
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
思
わ
ぬ
発
見
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

そ
の
人
力
車
も
、
自
動
車
の
発
展
と
と
も
に
そ
の

役
割
を
終
え
、
現
在
は
観
光
地
で
見
ら
れ
る
程
度

で
す
が
、
イ
ン
ド
な
ど
ア
ジ
ア
の
各
地
で
は
活
躍
中

で
す
。

　

で
は
近
代
か
ら
現
代
の
交
通
機
関
、
汽
車
や
電

車
、
自
動
車
な
ど
に
か
か
る
費
用
は
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　

旧
国
鉄
の
入
場
券
を
見
る
と
、
明
治
30
年
で
は
２

銭
だ
っ
た
も
の
が
大
正
に
入
る
と
10
銭
と
５
倍
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
据
え
置
か
れ
ま

す
が
、
昭
和
21
年
以
降
毎
年
の
よ
う
に
値
上
が
り

し
、
昭
和
41
年
に
は
明
治
30
年
の
１
０
０
０
倍
の
20

円
と
な
り
ま
す
。

　

特
急
料
金
は
明
治
末
期
の
３
円（
４
０
０
マ
イ
ル
、

約
６
４
４
㎞
ま
で
）
か
ら
大
正
７
年
に
は
４
円

（
４
０
０
マ
イ
ル
ま
で
）、
太
平
洋
戦
争
中
の
昭
和
18

－19
年
に
は
距
離
に
関
係
な
く
９
円
も
し
く
は
15
円

と
上
昇
し
て
い
ま
す
。
昭
和
24
年
以
降
は
、
距
離
の

細
か
い
設
定
変
更
を
繰
り
返
す
に
伴
い
、
料
金
も

少
し
ず
つ
上
昇
し
て
い
き
ま
し
た
。
昭
和
39
年
に
当

時
「
夢
の
超
特
急
」
と
い
わ
れ
た
新
幹
線
が
開
通

し
、
東
京

－
大
阪
間
を
約
４
時
間
で
結
び
ま
し
た

（
ひ
か
り
の
場
合
）

　

さ
て
最
後
は
自
ら
が
運
転
す
る
自
動
車
の
価
格
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。
日
本
に
初
め
て
自
動
車
が
登
場

汽
車
や
電
車
、

自
動
車
の
費
用
の
移
り
変
わ
り

参考資料：「大江戸暮らし」ＰＨＰ研究所、「値
段の風俗史」朝日新聞社、 「落語と江戸風俗」
教育出版、「よここくnavi」（ＨＰ）など

江戸時代の旅。そのメッカと楽しみ方

　江戸時代の庶民の旅は、当初は寺社参拝が目的の信仰・巡礼の旅でし
た。とくに伊勢参りは一生に一度は行きたいものとされ、各地で講が結成
されました。講とは互いに費用を積み立てて、毎年代参者を出して参詣さ
せることをいいます。輪番などで代参者を選び、講を代表して護符をいた
だきみんなに配るといった仕組みで、大小さまざまな規模がありました。
　この伊勢参りのほかにも、安産、学業成就、家内安全などを祈念した江
の島詣、初代の市川団十郎が上演した「成田分身不動」にあやかった成
田詣、ご来光を目指す富士詣、弥次喜多でも有名な善光寺詣、伊勢参り
の後に足をのばした熊野詣、弘法大師を参詣する高野詣などさまざまな旅
を楽しんでいたようです。最初は信仰を目的としたものも、時代が下るに
つれて、物見遊山も大きな楽しみの一つとなっていきます。
　さて伊勢参りでは一日約40
～ 50ｋｍを歩き、一カ月程度
で往復しましたが、その旅行費
用はお土産込みで4 ～ 5両、
32 ～ 40万円くらい〈注1〉要
したようです。また、旅では残
してきた家族や友だちなどに連
絡を取るために文

ふみ

（手紙）が使
われましたが、それを運ぶ飛脚
の料金は、寛延元年（1748年）
の資料によると、江戸－大阪で
書状を一通やりとりすると3分
（6万円くらい〈注1〉）もかかっ
たようです。今のメールのやり
とりを考えると、手紙ひとつで
ずいぶん高額ですね。だからこ
そ、大切なことに限定され、伝
えようとする思いも強かったの
でしょうか。
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木綿製の
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